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表１　第3四半期（2004年7～9月）の業況 

業　況 

快晴 

晴れ 

 

 

うす曇り 

 

 

 

 

 

 

本曇り 

 

 

雨 

1業種 

15業種 

 

 

42業種 

 

 

 

 

 

 

16業種 

 

 

1業種 

海運 

印刷、硝子、一般機械、工作機械、電機、事務・精密機器、遊技機 

器、電力、商社、リース、事務処理サービス、金型、請負、中小企 

業、職業紹介 

住宅、不動産、食品、紙パルプ、化繊、医薬品、化粧品、スポーツ 

用品、木材、化学、石油精製、ゴム、石膏、鉄鋼、非鉄金属、電線、 

金属製品、製缶、自動車、港湾運輸、航空運輸、鉄道、ハイヤー・ 

タクシー、通信、スーパー、自動車販売、ガソリンスタンド、外食、 

クレジット、生命保険、民間放送、情報サービス、ネットビジネス、 

警備、ホテル、旅行、ゴルフ、遊園地、シルバー産業、家具・装備 

品、葬祭、ＥＭＳ 

建設、水産、パン・菓子、繊維、アパレル、陶業、造船・重機、道 

路貨物、百貨店、ホームセンター、電器小売、玩具等販売、出版、 

ビルメンテナンス、専修学校等、自動車整備 

セメント 

業種数 内　　　　　　　容 

図１：業況判断の推移 
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第4回 ビジネス・レーバー・モニター調査／業況調査の要約 
１．調査の趣旨 
 労働政策研究・研修機構は、2003年10月から、企業、事
業主団体、企業別労働組合、産業別労働組合をモニターと
して、年４回、定点観測的に景気判断や雇用動向、労使の
課題などを尋ねる「ビジネス・レーバー・モニター調査」
を実施している。本調査の対象は、当機構のビジネス・レ
ーバー・モニターに登録した民間企業109社、事業主団体
58団体、企業別労組43組合、産業別労組29組織。調査方法
は、インターネット上の専用回答WEBサイトを利用した
アンケート方式で、調査時期は2004年8月30日～9月15日。
回答状況は、民間企業104社（回収率95.4％）、事業主団体
49団体（同84.5％）、企業別労組（同88.4％）、産業別労組23
組織（79.3％）となっている。 
 本稿は、企業モニターと事業主団体モニターの業況判断
について、今期（第3四半期、04年7～9月）と次期の見通し（第
4四半期、04年10月～12月）を、「快晴」「晴れ」「うす曇り」
「本曇り」「雨」の5段階で尋ねた結果をまとめた（業況評
価結果を数値化し、各業種の評価を、企業平均と事業主団
体の平均で算出した結果を集計）。回答企業を規模別にみ
ると、100人未満が3.8％で、100～299人が2.9％、300～999
人が10.5％、1000人以上が82.9％。業種は、企業モニター
と団体モニターを合わせ、75業種の回答を得た。 
  
２．75業種中42業種が「うす曇り」と判断、15業種が「晴
れ」――現在の業況 

 第3四半期 （2004年7～9月）の業況は、今回回答があった
75業種のうち、「快晴」とする業種が1業種（業種全体に
占める割合は1.3％）、「晴れ」が15業種（同20.0％）、「うす
曇り」が42業種（同56.0％）、「本曇り」が16業種（同21.3％）、
「雨」が1業種（同1.4％）となっている（表１参照。なお、
業況・業況見込み判断は、企業評価平均と事業主評価の平
均の数値であり、それぞれの企業・事業主団体の業況評価
とは必ずしも一致しない）。 
　なお、ビジネス・レーバー・モニター調査は同一のモニ

ターに定期的に業況判断を尋ねているため、パネルでの
比較が可能である（第１回調査75業種、第2回調査は74業種、
第3回調査は75業種が回答）。第1回調査の03年第4四半期（03
年10～12月）から第4回調査の04年第3四半期（04年7～9月）
までの推移をみると（図1）、傾向としては「本曇り」が減
りつつあり「うす曇り」「晴れ」へと業況は上向きつつあ
ることがわかる。03年10～12月で「本曇り」34.7％、「雨」
5.3％だったものが、04年7～9月でそれぞれ21.3％、1.4％
と縮小している。その一方で、03年10～12月で「快晴」0％、
「晴れ」6.7％だったものが、04年7～9月でそれぞれ1.3％、
20.0％と徐々にではあるが拡大している。過去4回の調査
では依然として「うす曇り」がもっとも多く、今回の調
査の次期業況の見通し（04年10～12月（予想））をみても、「う
す曇り」が64.0％ともっとも多くなっている。業況判断の
変化の度合いをみると、04年４～6月期に目立ってプラス
判断が増え、マイナス判断が減っており、この期を境に
業況判断が上向きに転じている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．現在の業況の判断理由 
 現在の景気判断で、事業主団体等の代表的な理由を抜
粋し、紹介する（ただし業況評価は、企業平均と事業主団

体の平均後の数値であり、事業主団体等の業況評価
とは必ずしも一致しない）。 
1）「快晴」と判断した業界の理由 
 2003年11月に調査を開始以降、初めて、集計後の
業況評価で「快晴」があがった。「快晴」と判断し
た業種は、「海運」の1業種で、理由として「全体的
な市況好調」をあげている（ただし、この業況評価は、
企業平均と事業主団体の平均後の数値。「工作機械」
や「遊技機器」業界の中には「快晴」を打つ団体も
あった）。 
2）「晴れ」と判断した業界の理由 
 「晴れ」と評価した業界では、「印刷」「硝子」「一
般機械」「工作機械」「電機」「商社」「事務処理サー
ビス」「請負」などの15業種となった。例えば、「商
社」業界は、「①自動車、電気機械をはじめとする

快晴 
晴れ 
うす曇り 
本曇り 
雨 

5.3％ 
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主力品の輸出が引き続き好調②中国を含むアジア諸国に
おける諸分野の生産能力の拡大により、アジア向け高機
能素材の輸出が堅調に推移」などと、国内景気の回復基
調に加え、海外の景気動向でも大きなマイナス要因が見
られず、成長基調が続くとの判断材料をあげる。 
 国内産業で牽引役となっている自動車関連やエレクト
ロニクス関連の需要の堅調ぶりも、素材産業や製造関連
への波及効果を高めている。例えば、「工作機械」業界
の受注額は、前年比で150％程度の伸び率をキープし、バ
ブル期並みの伸長を示した。国内の自動車メーカーによ
る環境対応投資の増加や電気機械の分野の薄型テレビの
国内生産の活発化も堅調理由の一つだ。「印刷」も、エレ
クトロニクス関連の売上高が順調に推移しているとの見解。
「電機」もオリンピック特需や猛暑特需により、薄型テ
レビ、DVD、エアコン、洗濯機の出荷が前年同期を上回
ったとしている。ただし、鉄鋼などの原材料や石油の価
格高騰が業況の先行きに影響を及ぼす懸念を指摘する業
界（「一般機械」）もあり、「晴れ」としつつも「うす曇り」
の兆しが見えるとする記述も見られる。 
3）「うす曇り」と判断した業界の理由 
 「うす曇り」は前回調査に引き続きもっとも多い42業種 。
集計後、「うす曇り」となった業界では、日本経済の景気
回復を見込みつつも、原油価格や原材料価格の高止まり
からのさらなる上昇を懸念しており、先行きの不透明感
を払拭できないとの認識が目立つ。例えば、「化学」は、「4
～6月期まではナフサなどの原材料高を値上げでカバーし
電子部品の好調などで損益を確保してきたが、原料の一
段高もあり不透明感が強くなっている」との見方を示し
ている。「ゴム」は、海外を中心に需要が旺盛であるとし
つつも「天然ゴム価格の高止まりや原油高による原材料
価格の高騰により損益を圧迫。価格アップしているが十
分に吸収しきれていない」との見解。「鉄鋼」も、販売数
量の増加や価格改善で収益を確保しているが、原燃料の
さらなる上昇を懸念している。持続する原油価格の高騰
を踏まえ、一部価格転嫁が進んでいる傾向も見られるが、
すべてを吸収しきれていないようだ。 
 「自動車」も、「原油価格の高騰が自動車業界に及ぼす
影響を懸念。海外市場の好調で四輪車輸出台数は前年比
で増加だが、四輪車の国内販売台数は前年とほぼ同じ水準」
との判断。さらに、リコール問題が業界全体への影響を
長引かせることを不安視している。 
 一方、「スーパー」は、「記録的な天候、晴れ高温に恵
まれたこと」などでCSV業では数年ぶりの業績としている。
「外食」も景気の先行き不安から本格的な消費回復に結
びついていないとしつつも、「7月は好天、暑さもあり、
業種全般（牛丼店除く）で既存売上が5ヵ月ぶりにプラスに
転じた」としている。 
4）「本曇り」と判断した業界の主な理由 
　「本曇り」と判断した業界は、「繊維」「道路貨物」「百
貨店」などの16業種。例えば、「百貨店」は、「7～8月に
猛暑と台風の多発、土日が雨という悪条件」が重なり来
客が低迷した。「パン・菓子」や「食品」でも需要の激減

の記述が目立つ。猛暑、台風などの天候要因が業況に影
響を与えたようだ。 
 一方、「繊維」は、「国内衣料品消費の不振による需要
低迷、中国を中心とする繊維二次製品の輸入の定着と価
格下落」など構造的要因から需要が低迷している。 
5）「雨」と判断した業界の主な理由 
 「雨」と評価した業界は、集計後で「セメント」の1業種 。
その理由として、「国と地方の公共投資関連予算が大幅に
削減されており、国内需要が減少」をあげている。民間
の設備投資は上昇基調にあるが、依然として公共投資の
回復が見られないことも影響しているようだ。 
  
４．次期業況の予想も今期とほぼ変わらず――次期（2004
年10～12月）の業況見通し 

 次期 （2004年10～12月）の業況見通しは「うす曇り」が
64.0％ともっとも多く、次いで「晴れ」17.3％、「本曇り」
17.3％の順で、「雨」は1.4％だった。「快晴」との回答は
なかった。 
 今期 （2004年7～9月）よりも好転するとした業種は8業種、
悪化するとした業種は9業種で、悪化予想業種が好天予想
業種を若干上回っているものの両者はほぼ拮抗している。
現在の業況と同じ業況判断をした業界が58業種（77.3％）あ
ることから、景気動向はほぼ今回の状況と同じで、この
傾向が継続するものとみられる。 
1）業況好転予想業種 
 業況好転予想業種は、「家具・装備品」「パン・菓子」「ア
パレル」「造船・重機」「百貨店」「ホームセンター」「電
器小売」「玩具等販売」の8業種。「本曇り」から「うす曇り」
に好転する理由として、例えば「百貨店」は、「新しい提
案商品、高品質・高付加価値の商品は着実に売れており、
それに対応した店舗作りが進んでいる」ことをあげる。「電
器小売」も「年末商戦に向け、薄型テレビやパソコンを
中心に新製品を投入。iPod等の半導体オーディオブーム」
の予兆などをあげている。 
2）業況悪化予想業種 
　一方、業況悪化予想業種は、「海運」「印刷」「一般機械」
「電機」「請負」「製缶」「ハイヤー・タクシー」「スーパー」
「ガソリンスタンド」の9業種。「快晴」から「晴れ」と
する1業種のほか、「晴れ」から「うす曇り」に悪化は4業種、
「うす曇り」から「本曇り」は4業種となっている。 
 今期に「快晴」とした「海運」は、「円高、燃料油価格
の高騰」などのマイナス要因を不安視している。「晴れ」
から「うす曇り」になるとしている「印刷」ではエレク
トロニクス関連の供給過剰と単価下落を予想。「電機」も、
家電機器で、「この夏の反動減が予想され、産業用電気機
器も中国からの輸入攻勢が懸念」されるとしている。「う
す曇り」から「本曇り」になるとしている「製缶」は、「材
料費の値上げや値下げ圧力による収益悪化」を理由にあ
げた。「ハイヤー・タクシー」も、「規制緩和に伴うタク
シー車両の増加傾向、運賃値下げ傾向に沈静化がみられ
ない」としている。 

（調査部） 

2.7％ 1.4％ 1.4％ 
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口
の
増
加
に
成
功
し
た
。 
   

定
住
者

に
一
○
○
万
円
を
進
呈 

　
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
一
世
帯
当
た
り
一

○
○
万
円
を
支
給
す
る
定
住
促
進
条
例
を
リ

ポ
ー
ト
し
た
の
は
九
州
経
済
調
査
協
会
。 

 

九
州
北
西
部
の
東
松
浦
半
島
中
央
部
に
位

置
す
る
佐
賀
県
玄
海
町
。
町
名
は
、
全
国
有

数
の
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
る
「
玄
界
灘
」
に

由
来
し
て
い
る
。
過
疎
化
が
進
む
同
町
で
は

今
年
四
月
、
「
定
住
促
進
奨
励
金
条
例
」
を

施
行
し
た
。 

　
町
外
在
住
者
が
、
住
宅
を
新
築
又
は
新
築

住
宅
を
取
得
し
、
転
入
す
る
場
合
、
一
世
帯

に
つ
き
一
○
○
万
円
を
支
給
。
更
に
世
帯
員

一
人
に
つ
き
一
○
万
円
を
加
算
す
る
。
ま
た
、

町
内
在
住
者
で
も
、
新
た
に
世
帯
を
構
成
す

る
た
め
住
宅
を
新
築
又
は
新
築
住
宅
を
購
入

す
る
場
合
に
は
、
町
外
者
同
様
一
○
○
万
円

を
支
給
す
る
。
四
月
か
ら
施
行
し
た
定
住
促

進
条
例
の
効
果
は
早
く
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

町
の
企
画
課
に
よ
る
と
、
四
月
の
施
行
以
来
、

電
話
な
ど
で
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
す

で
に
二
世
帯
（
一
一
月
現
在
）
に
定
住
促
進

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
た
。
佐
賀
県
玄
海
町
は
、

独
自
の
定
住
促
進
策
を
通
じ
て
「
豊
か
で
住

み
よ
い
魅
力
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
（
町

の
基
本
理
念
）
を
進
め
て
い
る
。 

   

移
住
者

が
定
住
促
進
の
担
い
手
に 

 

都
会
か
ら
の
定
住
者
が
、
新
た
に
移
住
す

る
人
た
ち
の
担
い
手
と
な
り
活
躍
し
て
い
る

事
例
を
紹
介
し
た
の
は
中
国
地
方
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
だ
。 

 

島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
浜
田
市
の
右
隣

に
位
置
す
る
桜
江
（
さ
く
ら
え
）
町
。
面
積

の
八
七
％
が
林
野
で
占
め
ら
れ
、
町
の
中
心

部
を
中
国
地
方
最
大
の
河
川
「
江
の
川
」
が

貫
流
す
る
。
人
口
三
八
○
○
人
程
の
同
町
で

は
、
高
齢
・
過
疎
化
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。

九
○
年
代
当
時
、
町
の
産
業
課
長
を
し
て
い

た
釜
瀬
隆
司
さ
ん
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
生

産
年
齢
人
口
（
一
五
〜
六
五
歳
）
が
毎
年
四

○
人
近
く
減
り
続
け
る
」
と
危
機
感
を
覚
え

た
。
高
齢
化
に
よ
る
町
の
産
業
衰
退
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
都
会
か
ら
若
者
を
誘
致
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
た
。
町
は
、
定
住
促
進
住

宅
を
建
設
し
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
た
。
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
温
泉
観
光

施
設
や
福
祉
施
設
を
設
立
し
、
雇
用
も
創
出
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
全
国
へ
の
情
報

発
信
も
功
を
奏
し
、
こ
れ
ま
で
七
○
戸
・
一

六
○
人
弱
（
二
○
○
二
年
）
の
定
住
者
獲
得

に
成
功
し
た
。 

 

定
住
者
の
な
か
に
は
、
こ
れ
か
ら
移
住
す

る
人
た
ち
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
人
た

ち
が
生
ま
れ
て
き
た
。
福
岡
市
か
ら
移
住
し

た
古
野
俊
彦
さ
ん
は
一
九
九
六
年
、
地
元
特

産
の
桑
を
活
用
し
た
健
康
食
品
会
社
を
起
業

し
た
。
同
社
は
、
町
が
定
住
促
進
の
き
っ
か

け
作
り
と
し
て
行
う
「
産
業
体
験
事
業
」
の

希
望
者
受
け
入
れ
先
と
な
る
一
方
、
移
住
者

を
積
極
的
に
雇
用
す
る
な
ど
、
地
元
に
刺
激

を
与
え
て
い
る
。 

 

ま
た
、
地
元
の
民
間
会
社
が
企
画
す
る
「
田

舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
も
定
住
し
た
女
性
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を
中
心
に
企
画
・
運
営
さ
れ
、
若
い
女
性
が

定
住
す
る
き
っ
か
け
作
り
を
し
て
い
る
。 

 
桜
江
町
で
は
、
都
会
か
ら
の
移
住
者
が
定

住
促
進
の
た
め
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る

好
循
環
が
生
ま
れ
、
今
や
定
住
者
は
ま
ち
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
（
注

　
桜
江
町
は
今
年
一
○
月
一
日
に
江
津
市
と

合
併
）
。 

   

都
市
部

に
定
住
促
進 

　
過
疎
地
が
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

の
定
住
促
進
策
を
打
ち
出
す
一
方
、
地
方
の

都
市
部
で
は
中
心
部
へ
の
定
住
促
進
を
進
め

る
動
き
が
出
て
き
た
。 

 

金
沢
市
の
「
ま
ち
な
か
定
住
政
策
」
の
事

例
を
報
告
し
た
の
は
北
陸
経
済
研
究
所
。 

 

加
賀
百
万
石
の
文
化
や
歴
史
の
奥
行
き
が

実
感
で
き
る
石
川
県
金
沢
市
。
人
口
四
五
万

人
の
市
で
は
、
「
地
価
が
高
い
」
と
周
辺
市

町
村
に
住
宅
を
求
め
る
人
が
増
え
、
人
口
流

出
が
続
い
て
い
た
。
中
心
市
街
地
は
空
洞
化

が
進
み
、
ま
ち
の
活
力
が
低
下
。
地
域
に
活

気
を
取
り
戻
す
た
め
、
市
は
「
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
柱
の
一
つ

で
あ
る
「
ま
ち
な
か
定
住
促
進
策
」
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。 

 

定
住
促
進
の
対
象
と
な
る
地
域
は
、
Ｊ
Ｒ

北
陸
本
線
の
東
側
に
広
が
る
旧
城
下
町
地
区
。

こ
こ
を
「
ま
ち
な
か
区
域
」
と
定
め
、
住
宅
・

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
促
進
さ
せ
た
。
「
ま
ち

な
か
」
で
は
、
一
戸
建
て
建
築
に
対
し
て
借

入
金
の
一
○
％
（
上
限
額
は
二
○
○
万
円
）
、

高
耐
震
住
宅
な
ら
一
二
・
五
％
（
上
限
二
五

○
万
円
）
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
。
融
資
で

は
な
い
の
で
、
返
還
す
る
必
要
は
な
い
。 

 

金
沢
市
は
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
向
上
の

た
め
、
定
住
促
進
だ
け
で
な
く
、
商
店
街
の

活
性
化
、
伝
統
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み

づ
く
り
、
「
ふ
ら
っ
と
バ
ス
」
な
ど
の
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
中
心
街
で
の
生

活
向
上
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
る
。 

   

淡
路
島

に
「
高
齢
者
移
住
の
街
」 

 

自
治
体
主
導
の
定
住
促
進
策
が
多
い
な
か

、

民
間
資
本
が
地
域
の
定
住
促
進
策
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
事
例
が
寄
せ
ら
れ
た
。
リ
ポ
ー
ト

し
た
の
は
関
西
社
会
経
済
研
究
所
。 

 

兵
庫
県
淡
路
島
は
、
気
候
が
温
暖
で
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
島
の
中
央
に
位

置
す
る
津
名
（
つ
な
）
町
で
は
、
地
元
で
ホ

テ
ル
を
経
営
す
る
民
間
企
業
が
、
日
本
初
の

高
齢
者
移
住
施
設
と
な
る
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
・

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
ビ
レ
ッ
ジ
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｖ
）

を
創
設
し
た
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
の
は
、

㈱
ハ
ン
デ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
を
務
め
る
春
山
満

氏
。
大
阪
湾
に
面
し
た
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

広
大
な
敷
地
内
に
は
、
医
療
施
設
だ
け
で
な

く
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

る
。
入
居
対
象
者
は
、
要
介
護
者
か
ら
自
立

者
ま
で
、
幅
広
い
高
齢
者
層
を
想
定
。
今
年

四
月
に
第
一
期
の
入
居
が
始
ま
り
、
一
四
○

○
人
の
高
齢
者
定
住
を
見
込
ん
で
い
る
。 

 

介
護
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
気
候
に
恵
ま

れ
て
い
る
淡
路
島
の
各
自
治
体
で
は
、
介
護

事
業
を
地
域
活
性
化
の
前
面
に
押
し
出
す
気

運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
津
名
町
に
誕
生
し
た

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｖ
は
、
島
全
体
で
都
会
の
高
齢
者
定

住
を
促
進
す
る
呼
び
水
に
な
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。 

　
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で

は
、
二
○
○
四
年
七
月
〜
九
月
期
と
、
一
○

月
〜
一
二
月
期
の
地
域
経
済
及
び
雇
用
情
勢

を
聞
い
た
。
七
〜
九
月
期
は
、
四
〜
六
月
期

と
比
較
し
「
好
転
」
「
や
や
好
転
」
「
横
ば

い
」
「
や
や
悪
化
」
「
悪
化
」
し
た
か
を
五

段
階
評
価
で
た
ず
ね
た
。
一
○
〜
一
二
月
期

も
同
様
に
七
〜
九
月
期
と
の
比
較
で
聞
い
た
。

そ
の
結
果
、
来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の

地
域
経
済
を
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通

し
を
示
し
た
の
は
北
陸
経
済
研
究
所
、
残
り

八
モ
ニ
タ
ー
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と

予
測
。
「
悪
化
」
、
「
や
や
悪
化
」
と
先
行

き
の
厳
し
さ
を
示
す
回
答
は
な
か
っ
た
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
経
済
動
向
と
同
様

の
形
式
で
き
い
た
。
来
期
（
一
○
〜
一
二
月

期
）
の
雇
用
動
向
を
「
や
や
好
転
」
と
予
測

し
た
の
は
、
北
陸
・
四
国
・
九
州
の
三
モ
ニ

タ
ー
。
残
り
六
モ
ニ
タ
ー
は
「
横
ば
い
」
と

予
測
。
経
済
情
勢
同
様
に
「
悪
化
」
「
や
や

悪
化
」
は
な
か
っ
た
。 

 

今
回
の
調
査
で
、
景
気
・
雇
用
は
緩
や
か

な
が
ら
回
復
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
原
油
・

原
材
料
価
格
上
昇
か
ら
、
先
行
き
に
不
透
明

感
を
抱
い
て
い
る
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

以
下
、
今
期
（
七
〜
九
月
期
）
の
雇
用
情
勢

が
「
や
や
好
転
」
し
た
と
評
価
し
た
北
海
道

と
、
来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
情

勢
が
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通
し
を
示

し
た
北
陸
・
九
州
地
域
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。 

   

北
海
道
　
道
外
需
要

が
波
及 

　
北
海
道
の
地
域
経
済
は
、
一
次
産
品
や
観

光
、
公
共
事
業
な
ど
に
依
存
す
る
割
合
が
高

い
。
こ
れ
ま
で
本
州
の
製
造
業
が
主
導
す
る

景
気
回
復
効
果
は
、
北
海
道
に
及
び
に
く
い

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
き
て
、
よ

う
や
く
北
海
道
に
も
本
州
の
景
気
回
復
の
波

が
届
い
た
模
様
だ
。 

 

北
海
道
二
一
世
紀
総
合
研
究
所
は
、
七
〜

九
月
期
、
一
○
〜
一
二
月
期
の
経
済
動
向
を

と
も
に
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。
七
〜
九

月
期
に
つ
い
て
は
、
「
道
外
の
製
造
業
需
要

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
自
動
車
部
品
等
は
増

産
し
堅
調
に
推
移
し
た
一
方
、
道
の
基
幹
産

業
で
あ
る
建
設
業
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業

削
減
の
影
響
も
あ
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
で
、
台
風
に
よ
る
農
業
被
害
、
夏
季
観
光

客
数
の
伸
び
悩
み
」
な
ど
も
あ
り
、
全
体
と

し
て
は
前
期
と
比
較
し
「
横
ば
い
」
と
判
断

し
た
。 

 

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の
経
済
情
勢

も
「
横
ば
い
」
と
予
測
す
る
。
判
断
理
由
と

し
て
は
、
①
輸
送
用
機
械
を
中
心
に
製
造
業

で
引
き
続
き
好
調
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

原
油
価
格
高
騰
の
影
響
が
企
業
業
績
に
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
出
て
き
た

②
公
共
事
業
も
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続

く
―
―
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
北
海
道

経
済
全
体
は
横
ば
い
か
、
や
や
厳
し
く
な
る

方
向
を
見
込
む
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
〜
九
月
期
は

「
や
や
好
転
」
と
評
価
し
た
。
前
回
調
査
（
八

月
）
で
は
七
〜
九
月
期
を
「
横
ば
い
」
と
予

測
し
て
お
り
、
当
初
見
込
み
よ
り
雇
用
情
勢

が
改
善
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
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七
〜
九
月
期
が
「
や
や
好
転
」
し
た
理
由

と
し
て
、
①
正
社
員
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
も

の
の
、
製
造
業
や
流
通
分
野
を
中
心
に
パ
ー

ト
の
雇
用
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
②
地
域
間

格
差
は
あ
る
も
の
有
効
求
人
倍
率
等
の
雇
用

関
連
指
標
も
好
調
に
推
移
し
て
い
る
―
―
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
は
「
横
ば
い
」
と
予
測
し
、
七
〜

九
月
期
の
評
価
（
「
や
や
好
転
」
）
か
ら
ト

ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
慎
重
な
見
方
を
示
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
輸
送
用
機
械
増
産
に

対
応
し
た
雇
用
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

雇
用
創
出
力
が
大
き
い
公
共
事
業
が
低
迷
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
観
光
関
連
産
業
の
落
ち
込

み
が
予
測
さ
れ
る
」
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た

う
え
で
、
前
年
同
期
と
比
較
す
れ
ば
良
好
で

あ
る
も
の
の
、
前
期
（
七
〜
九
月
期
）
と
の

比
較
で
は
横
ば
い
が
続
く
と
判
断
し
た
。 

   

北
陸
　
雇
用
・
経
済
「
や
や
好
転
」 

　
北
陸
地
域
は
、
製
造
業
比
率
が
高
い
地
域

だ
。
繊
維
、
医
薬
品
、
金
属
製
品
、
機
械
の

集
積
が
あ
り
、
近
年
は
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
テ
ク

と
い
っ
た
新
し
い
分
野
も
進
展
し
て
い
る
。 

 

北
陸
地
域
の
経
済
動
向
を
、
今
期
（
七
〜

九
月
期
）
、
来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
と

も
「
や
や
好
転
」
と
評
価
し
た
の
は
北
陸
経

済
研
究
所
。 

 

七
〜
九
月
期
に
お
い
て
は
、
「
北
陸
経
済

全
体
は
、
引
き
続
き
着
実
に
回
復
し
て
い
る

が
テ
ン
ポ
が
鈍
っ
て
い
る
」
と
判
断
し
た
う

え
で
、
明
る
い
材
料
と
し
て
は
、
①
非
製
造

業
で
は
卸
、
小
売
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心

に
改
善
し
て
い
る
②
新
車
投
入
効
果
な
ど
に

よ
る
乗
用
車
販
売
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
販
売
の

堅
調
さ
か
ら
個
人
消
費
は
持
ち
直
し
て
い
る

③
設
備
投
資
は
製
造
業
を
中
心
に
大
幅
増
加

し
て
い
る
④
輸
出
は
幾
分
鈍
化
し
て
い
る
が

増
加
基
調
を
継
続
し
て
い
る
―
―
こ
と
を
あ

げ
る
。
一
方
、
悲
観
的
材
料
と
し
て
、
①
製

造
業
で
は
繊
維
、
一
般
機
械
、
電
気
機
械
等

を
中
心
に
増
加
テ
ン
ポ
が
幾
分
鈍
化
し
て
い

る
②
公
共
投
資
は
前
年
を
幾
分
下
回
り
、
住

宅
投
資
は
低
水
準
で
横
ば
い
推
移
し
て
い
る

―
―
こ
と
な
ど
を
判
断
理
由
と
し
、
北
陸
地

域
の
七
〜
九
月
期
の
経
済
動
向
は
前
期
（
四

〜
六
月
期
）
と
比
較
し
「
や
や
好
転
」
し
た

と
評
価
す
る
。 

 

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
に
つ
い
て
も

、

前
期
同
様
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通
し

を
示
し
た
。
北
陸
経
済
は
「
引
き
続
き
回
復

基
調
に
あ
る
が
、
増
勢
テ
ン
ポ
は
緩
や
か
に

な
る
」
と
予
測
し
た
う
え
で
、
具
体
例
と
し

て
①
産
業
機
械
を
中
心
に
製
造
業
は
緩
や
か

な
増
加
を
予
測
。
非
製
造
業
の
改
善
テ
ン
ポ

も
緩
や
か
な
が
ら
持
続
が
見
込
ま
れ
る
②
個

人
消
費
も
緩
や
か
な
が
ら
持
ち
直
し
の
動
き

が
継
続
す
る
③
設
備
投
資
の
増
勢
基
調
は
変

わ
ら
ず
、
公
共
投
資
は
福
井
災
害
の
特
殊
要

因
も
あ
り
前
年
並
み
が
見
込
ま
れ
る
―
―
こ

と
を
指
摘
す
る
。 
 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
〜
九
月
期
は

、

①
有
効
求
人
倍
率
が
七
月
（
一
・
○
五
倍
）
、

八
月
（
一
・
○
三
倍
）
と
も
に
一
倍
を
上
回

っ
た
②
常
用
雇
用
者
数
も
四
月
か
ら
七
月
ま

で
対
前
年
同
月
比
で
一
％
以
上
回
復
し
た
③

所
得
面
で
も
所
定
外
労
働
時
間
の
増
加
か
ら

名
目
賃
金
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
た

―
―
こ
と
を
指
摘
し
、
「
や
や
好
転
」
し
た

と
評
価
し
た
。 

 

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
も
前
期
同
様
に
「
や
や
好
転
」
と

明
る
い
予
測
を
示
し
た
。
判
断
理
由
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
①
製
造
業
・
非
製
造
業
の
景

況
感
か
ら
判
断
し
て
有
効
求
人
倍
率
は
引
き

続
き
一
・
○
倍
を
上
回
る
も
の
と
予
測
さ
れ

る
②
常
用
雇
用
者
数
も
対
前
年
比
プ
ラ
ス
で

推
移
す
る
と
思
わ
れ
る
③
所
得
面
で
は
所
定

外
労
働
時
間
の
増
加
な
ど
か
ら
名
目
賃
金
が

増
加
、
冬
季
賞
与
も
前
年
比
プ
ラ
ス
と
予
測

さ
れ
る
―
―
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。 

   

九
州
　
雇
用
が「
や
や
好
転
」 

　
九
州
地
域
の
七
〜
九
月
期
、
一
○
〜
一
二

月
期
の
経
済
情
勢
を
と
も
に
「
横
ば
い
」
と

判
断
し
た
の
は
九
州
経
済
調
査
協
会
。 
 

七
〜
九
月
期
は
、
①
九
州
経
済
調
査
協
会

が
実
施
す
る
九
州
地
域
景
気
総
合
指
数
で
、

八
月
が
一
○
八
・
一
（
前
月
比
一
・
○
％
増
）

と
改
善
し
た
も
の
の
、
九
月
が
一
○
七
・
七

（
前
月
比
○
・
四
％
減
）
と
減
少
に
転
じ
た

②
九
州
七
県
の
鉱
工
業
生
産
指
数
も
同
様
に

八
月（
前
月
比
一
・
五
％
増
）、
九
月
（
前
月

比
○
・
五
％
減
）
と
な
っ
た
―
―
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
①
日
銀

短
観
（
九
月
）
の
業
況
判
断
予
測
Ｄ
Ｉ
が
マ

イ
ナ
ス
四
と
前
回
調
査
（
六
月
）
を
二
ポ
イ

ン
ト
下
回
っ
た
②
九
月
の
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ

ー
調
査
の
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
も
、
四
九
・
六

ポ
イ
ン
ト
と
九
カ
月
ぶ
り
に
五
○
を
下
回
っ

た
―
―
こ
と
を
判
断
材
料
に
「
横
ば
い
」
と

予
測
す
る
。 

 
一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
〜
九

月
期
は
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
な
が
ら
も
、

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
は
「
や
や
好
転
」

と
判
断
を
引
き
上
げ
た
。 

 

七
〜
九
月
期
に
つ
い
て
は
、
明
る
い
材
料

と
し
て
、
「
九
州
七
県
の
倒
産
件
数
は
、
七

月
が
一
○
三
件
（
前
年
同
月
比
三
○
・
四
％

減
）
、
八
月
が
八
九
件
（
同
一
四
・
四
％
減
）

と
減
少
し
続
け
て
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
た
。

一
方
、
悲
観
的
材
料
と
し
て
は
、
「
九
州
七

県
の
有
効
求
人
倍
率
（
パ
ー
ト
含
む
）
が
七

月
（
○
・
六
四
倍
）
ま
で
は
一
三
カ
月
連
続

で
増
加
し
て
い
た
が
、
八
月
は
○
・
六
三
倍

（
前
月
比
○
・
〇
一
ポ
イ
ン
ト
減
）と
、
一
四

カ
月
ぶ
り
に
低
下
し
た
」
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
、
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
は
、
①
九
月
に
行
わ
れ

た
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
雇
用
関
連
の

先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
が
五
五
・
九
と
一
四
カ
月

連
続
で
五
○
を
上
回
っ
た
②
日
銀
短
観
（
九

月
調
査
）
の
雇
用
人
員
判
断
予
測
Ｄ
Ｉ
（
一

二
月
、
過
剰
―
不
足
）
が
○
ポ
イ
ン
ト
と
前

回
（
六
月
調
査
）
を
四
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
人

員
過
剰
感
が
一
層
弱
ま
わ
っ
て
お
り
、
特
に

製
造
業
で
は
マ
イ
ナ
ス
一
ポ
イ
ン
ト
と
不
足

感
す
ら
あ
ら
わ
れ
て
い
る
―
―
こ
と
を
判
断

材
料
に
、
九
州
地
区
の
来
期
の
雇
用
情
勢
は

「
や
や
好
転
」
す
る
と
予
測
し
た
。 

　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　 

 

モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究

機
関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
一
世
紀
総
合

研
究
所（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大
学
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー（
青
森
）、
財
団
法
人
常
陽
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー（
茨
城
）、
財
団
法
人
中
部
産

業
・
労
働
政
策
研
究
会（
愛
知
）、
財
団
法
人

北
陸
経
済
研
究
所（
富
山
）、
財
団
法
人
関
西

社
会
経
済
研
究
所（
大
阪
）、
社
団
法
人
中
国

地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
広
島
）、
四
国
経

済
連
合
会（
香
川
）、
財
団
法
人
九
州
経
済
調

査
協
会（
福
岡
）。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 


